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一 

 



 

こ
の
事
故
は
、
安
全
第
一
で
あ
る
べ
き
国
鉄
が
分
割
・
民
営
化
を
前
に
、
安
全
を
お
き
ざ
り
に
し
た
大
量
の
職 

 
 

員
「
合
理
化
」
、
熟
練
労
働
者
の
配
転
、
国
労
・
全
動
労
つ
ぶ
し
を
進
め
、
現
場
で
は
列
車
の
遅
れ
を
責
任
事
故
と 

 
 

 

す
る
異
常
な
労
務
管
理
の
も
と
で
引
き
起
こ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
分
割
・
民
営
化
後
、
関
西
だ
け
で 

 
 

 

も
福
知
山
線
伊
丹
南
口
踏
切
事
故
（
六
月
）
、
片
町
線
京
橋
駅
ホ
ー
ム
事
故
（
十
一
月
）
を
は
じ
め
あ
わ
や
重
大
事
故 

 

に
つ
な
が
る
事
態
が
続
い
て
お
り
、
余
部
事
故
の
教
訓
を
生
か
す
た
め
に
も
、
政
府
の
責
任
で
徹
底
し
た
事
故
調 

 
 

兵
庫
県
余
部
鉄
橋
で
の
列
車
転
落
事
故
か
ら
一
年
余
が
経
過
し
た
。
余
部
事
故
は
、
突
風
に
あ
お
ら
れ
た
列
車 

 
 

が
、
四
十
一
メ
ー
ト
ル
の
橋
上
か
ら
住
民
の
頭
上
に
転
落
し
死
者
六
名
、
重
傷
者
六
名
を
だ
す
と
い
う
、
鉄
橋
完 

 
 

成
以
来
七
十
五
年
、
国
鉄
百
十
余
年
の
歴
史
の
な
か
で
も
か
つ
て
な
い
大
惨
事
で
あ
つ
た
。
昨
年
十
二
月
九
日
に 

 
 

は
、
兵
庫
県
警
が
安
全
無
視
、
ダ
イ
ヤ
優
先
の
「
人
災
」
と
し
て
当
時
の
列
車
課
長
ら
五
人
を
書
類
送
検
し
た
。 

 
余
部
事
故
の
原
因
と
対
策
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

査
と
原
因
究
明
、
再
発
防
止
、
被
害
者
・
遺
族
へ
の
誠
実
な
補
償
を
行
う
こ
と
は
、
緊
急
を
要
す
る
と
考
え
る
。 

一 

余
部
事
故
で
は
、
五
人
の
住
民
と
列
車
車
掌
一
人
が
な
く
な
り
、
さ
ら
に
住
民
三
人
と
日
本
食
堂
の
社
員
三 

 
 

人
が
重
傷
を
受
け
た
が
、
こ
れ
ら
の
被
害
者
・
遺
族
に
対
し
て
は
誠
実
で
速
や
か
な
補
償
が
な
さ
れ
る
べ
き
と 

 
 

考
え
る
。
ま
た
、
香
住
町
な
ど
救
援
に
あ
た
つ
た
自
治
体
・
消
防
団
な
ど
へ
の
十
分
な
補
償
も
な
さ
れ
る
べ
き 

 
 

と
考
え
る
。
現
在
、
こ
れ
ら
の
人
々
及
び
団
体
へ
の
補
償
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
に
な
つ
て
い
る
の
か
明
ら 

 
 

か
に
さ
れ
た
い
。 

二 

①
余
部
事
故
の
惨
事
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
も
、
事
故
当
時
の
国
鉄
の
運
営
、
指
導
、
管
理
体
制
の
問
題 

 
 

を
含
め
全
面
的
な
事
故
原
因
の
究
明
が
急
が
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
現
場
で
の
列
車
の
遅
れ
を
責
任
事 

 
 

故
と
す
る
異
常
な
労
務
管
理
の
実
態
を
掌
握
し
、
そ
の
内
容
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

従
つ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

②
ま
た
、
事
故
原
因
の
究
明
は
、
現
在
ま
で
ど
の
よ
う
な
機
関
で
進
め
ら
れ
て
き
た
か
、
さ
ら
に
現
在
ま
で 

 
 

四 

 



 

三 

①
余
部
事
故
の
再
発
防
止
に
つ
い
て
、
十
二
月
十
五
日
に

J
R
が
国
労
福
知
山
地
区
本
部
に
回
答
し
た
内
容 

 

に
よ
れ
ば
、
「
風
速
計
と
特
殊
信
号
発
光
機
を
連
動
し
た
（
風
速
二
十
五
メ
ー
ト
ル
/
秒
）
」
「
風
速
計
を
一 

 
 

基
増
設
し
指
令
室
に
風
速
記
録
計
を
設
置
」
「
警
報
ブ
ザ
ー
を
風
速
十
五
メ
ー
ト
ル

/
秒
と
二
十
メ
ー
ト 

 

ル
/
秒
で
鳴
動
さ
せ
る
」
な
ど
と
な
つ
て
い
る
。 

究
明
さ
れ
た
事
故
原
因
の
内
容
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

し
か
し
、
こ
の
内
容
で
は
、
列
車
を
止
め
る
基
準
は
以
前
と
変
わ
つ
て
い
な
い
。
ま
た
、
風
速
十
五
～ 

 
 

 

二
十
メ
ー
ト
ル/

秒
で
警
報
ブ
ザ
ー
が
鳴
つ
て
も
、
鉄
橋
の
両
側
の
駅
（
余
部
、
鎧
）
は
無
人
の
ま
ま
で
あ 

 
 

り
現
地
の
状
況
を
知
ら
せ
る
要
員
は
い
な
い
。
さ
ら
に
風
速
計
も
気
象
庁
で
は
瞬
間
風
速
が
測
れ
な
い
こ 

 

と
で
す
で
に
廃
止
さ
れ
て
い
る
ロ
ビ
ン
ソ
ン
カ
ッ
プ
式
の
ま
ま
で
あ
る
。 

従
つ
て
、
少
な
く
と
も
当
面
、
鉄
橋
付
近
の
駅
に
保
安
要
員
を
配
置
し
、
突
発
事
故
に
は
連
絡
で
き
る 

 
 

無
線
装
置
を
設
置
す
る
。
ま
た
、
風
速
計
は
プ
ロ
ペ
ラ
式
の
も
の
に
替
え
、
下
か
ら
の
突
風
も
測
れ
る
よ 

 
 

五 

 



 

 

六 

う
な
シ
ス
テ
ム
に
す
る
こ
と
が
必
要
と
思
わ
れ
る
が
ど
う
か
。 

②
昭
和
三
十
三
年
に
福
知
山
鉄
道
管
理
局
が
実
施
し
た
調
査
で
は
、
余
部
鉄
橋
で
の
風
速
は
付
近
に
比
べ
て 

 

「
著
し
く
大
き
い
」
（
鳥
取
の
一
・
七
倍
、
豊
岡
の
二
倍
）
こ
と
が
す
で
に
判
明
し
て
お
り
、
今
回
の
事
故
に 

 
 

よ
つ
て
も
そ
の
突
風
の
強
さ
は
明
白
で
あ
る
。
鉄
橋
と
列
車
の
長
さ
を
考
え
る
と
、
運
転
士
が
特
殊
信
号 

 
 

発
光
機
を
過
ぎ
て
か
ら
列
車
が
完
全
に
鉄
橋
を
渡
り
き
る
に
は
六
百
～
七
百
メ
ー
ト
ル
を
要
す
る
。
従
つ 

 

て
、
風
速
計
や
信
号
機
だ
け
で
百
パ
ー
セ
ン
ト
の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
は
限
界
が
あ
り
、
た
と
え
レ
ー 

 
 

ル
が
外
れ
て
も
列
車
が
転
落
し
な
い
よ
う
な
構
造
の
鉄
橋
を
検
討
す
る
な
ど
、
抜
本
的
な
対
策
が
必
要
と 

 
 

考
え
る
が
ど
う
か
。 

右
質
問
す
る
。 


